
別記様式第１７号（第１２条関係）

事　業　実　績　書

団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 名田島のＰＲ事業 決算額

視点

事業名 第4次計画推進事業 決算額

視点

事業名 健康増進活動事業 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

○

△

○

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

③１３集落を対象に健康相談会を実施した。令和７年度は、山口市の保健師に加え、川
東包括支援センターのスタッフにも参加してもらい、健康面のチェック（口腔ケア、フレイ
ル等）だけでなく、介護保険等高齢者が抱える諸問題の相談も行えるようになり、参加者
全員が充実した時間を共有できた。

本年度２年目を迎えた「第４次名田島地区協働のまちづくり計画」は、第３次計画の活動目標と活動
内容を大幅に見直し、さらに住民アンケートも実施して地域課題を再確認の上、具体的な活動内容
は喫緊の課題を中心に取り上げて精選して作成したものである。令和７年度は、昨年度からの継続
事業を中心に実施したほか、市の定住促進事業の推進にも協力した。夏以降に開催した「名田島
ちょうちんちょこっとまつり」と「ふるさとまつり」も地区外から予想を超える多くの参加者を得ることがで
きた。また、交流人口の増加を目的に実施したフットパス「向山コース」イベントには、名田島地区外
から定員を上回る応募があった。

③
自治会活動の活発化

３８７，０８４

検証（成果、来年度以降への改善点等）

①年3回発行している広報紙「田園」については、地区内の行事や各団体の取り組みを
取り上げ写真を多く掲載し、視覚に訴えるように編纂を行った。また、地区内のみならず、
ホームページに「田園」をアップすることで地区外へも情報発信するように努めた。更に
ホームページを随時更新してのリアルタイムでの情報発信に努めた。今後は、一方的な
情報提供ではない、読者からの投稿を呼び掛け、読んで見て興味がもてるような広報紙
づくりに努めていきたい。

②高齢化及び人口減少に歯止めをかける為、交流人口の増加を目指して、既存の2コー
スに加え新たに「新開作・昭和コース」を設定する予定であったが、コース内の南蛮樋三
挺樋左岸側の石垣崩落のため、パンフレット作成、新コース披露イベントの実施は困難と
なった。次年度復旧工事の進捗状況を確認し新コースの設定を行いたい。令和8年3月１
日に「向山コース」イベントを企画し、名田島地区外の山口市民を対象に市報で参加者
を募集し、定員の25名を超える希望者があり、開催した。

名田島自治会連合会

地域住民及び各種団体が連携・協力して、第4次名田島地区協働まちづくり計画を推進します。

①
名田島の情報を共有し、良さをアピール

３９７，４９３

②
名田島に新しい魅力を創出し､地区内外に発信

２５，０００



５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　①②更に内容を充実させ、地域振興の推進を図る。

３５５，４００円

（実施内容）　①ちょうちんちょこっとまつり　②ふるさとまつり　

（実施時期）　①8月2日　②11月23日

（参加人数）　①約６50人　②約800人

（成果）　①②昨年に引き続き開催され、地区外からの参加者も多く、交流人口の増加
につながった。

（評価）　①②運営スタッフ的確な動きの中でスムーズに運営された。

（実施時期）　①4月　②年3回(8月、12月、3月)　③毎月1回　④⑤随時

（参加人数）　地区内外多数

（成果）　①～③全世帯配付(約500戸）　④随時更新　⑤随時使用

（評価）　①～③自治会連合会の活動状況を地区民に周知し情報共有に努めた。④
⑤ホームページの拡充を図ると共に、フェイスブックにより地域のイベントや映えスポッ
トをリアルタイムに発信し閲覧者の拡大に努めた。

（今後に向けて）　更なる内容の充実に努め情報発信を図りたい。

イベント補助

（成果）　集落における連帯感が生まれた。

（評価）　伝統行事等を通じて次世代に集落固有の文化を伝える事業が展開された。

（今後に向けて）　各集落自治会の事業促進を継続して図りたい。　

広報活動

３９７，４９３円

（実施内容）　①総会資料　②広報紙「田園」　③「自治会連合会だより」による会議等
の結果報告　④ホームページの拡充・フェイスブックの定期的な更新　⑤iPadを活用し
て名田島の姿をＰＲ

（今後に向けて）　各委員・各種団体・地域の方々と一層の連携を深め、情報交換や交
流を行い、令和8年度は、更に第4次名田島地区協働のまちづくり計画の推進に寄与
したい。

一集落一事業

１１０，０１７円

（実施内容）　単位自治会の行う自主的な活動に対して、その経費の一部を助成する。

（実施時期）　７月～３月

（参加人数）　8集落自治会

４，１６０，３９５円

（事務員等の雇用人数）　事務局長1名、事務員2名

（運営費の主な内容）　事務局人件費、事務費

（成果・評価）　円滑な事務局運営ができた。



事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　①新春の各世代間の交流行事として継承していく　②各世代の参
加者があるような企画をしていく。

７２，４２０円

（実施内容）　①三世代交流新春合同事業　②あるけあるけ大会

（実施時期）　①１月１２日　②３月１４日

（参加人数）　①約１５０人　②４３人

（成果）　①どんど焼き、消防講習会、餅つきなどを通して世代間の交流が図られた。
②参加者間で会話が弾んで笑顔が多く見られた。

（評価） ①各世代の交流の場となった。　②参加者間でコミュニケーションが図られた。

（実施時期）　①５～３月　②５月２８日・１２月５日　③８月２３日　④３月４日　

（参加人数）　①１３集落　②１８人・１８人　③２００人　④９人

（成果）　①あらためて個人個人が健康について関心を持てた事に加え、集落住民同
士のふれあいの場となった。②野外活動を通して、心身共にリフレッシュする機会と
なった。③地区民の年代を超えたふれあいの場となった。　④食を通して健康管理の
意識が生まれた。

（評価）　①各集落の自治会長・民生委員・福祉員等が連携して取り組んだ。②楽しい
交流の場となり、鋭気を養う事ができた。③ラジオ体操を媒体に参加者全員の一体感
につながった。④健康を維持するための食事の大切さを学ぶ事ができた。

（今後に向けて）　①②③④関係機関、団体と調整を図り、事業を継続し交流の場を提
供していきたい。

世代間交流事業

（成果）　好天に恵まれ、参加者から名田島の自然に触れる事が出来たと歓喜の声や
ぜひまた来たいという感想を多く聞くことが出来た。

（評価）　市報を活用しての参加者募集について、名田島以外の山口市民に呼びかけ
26人の定員を超える希望者があった。

（今後に向けて）令和8年度は、「新開作・昭和コース」新設に取り組みたい。

健康増進活動事業

３８７，０８４円

（実施内容）　①健康相談会　②健康チャレンジウォーキング　③地域版チャレンジ
デー2025　④料理教室

第4次計画推進費

２５，０００円(うち自主財源２５，０００円)

（実施内容）　フットパス「向山コース」のイベント開催

（実施時期）　3月1日

（参加人数）　22名（欠席者4名）、16名（スタッフ：生涯学習部会員、健康福祉部会員他）　



事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　周知を行い、危険箇所の解消に努めていく。

　０円

（実施内容）　―

（実施時期）　今年は、カーブミラー設置の申請は行われなかった。

（参加人数）　―

（成果）　―

（評価）　―

（実施時期）　①７月３日　②８月２４日　③通年

（参加人数）　①２３人　②１３０人・４５４戸　③通年

（成果）　①避難の困難さが再確認出来た　②今年も継続実施できた。　③備蓄状況
等の確認ができた。

（評価）　①シミュレーション視聴することにより、津波発生時における避難に対する危
機感が確認できた。②避難訓練や講演会を通して防災意識の再確認ができた。　③
保管場所及び数量等の確認ができた。

（今後に向けて）　①シミュレーション視聴することにより、津波発生時における避難に
対する危機感が確認できた。　②防災意識向上のため引き続き防災訓練等を実施し
ていく。　③災害非常時に対応するため日常の点検と改善に努めていく。

交通安全対策事業

（成果）　各種の助成等を通じて、元気な子供の健全育成に貢献できた。

（評価） 各種の助成活動を継続する事により、安心して通学できる環境が図られた。

（今後に向けて）　引き続き子供たちの健全育成の環境整備に努めたい。

地域防災活動の推進

２２９，１００円

（実施内容）　①名田島地域津波避難シミュレーション完成発表会　②防災訓練の実
施・避難情報伝達訓練　③防災資機材の備蓄と点検

子ども健全育成事業補助

６０，４５５円

（実施内容）　①子ども見守り活動　②中学生安全チョッキ購入　③にこにこ学級　④コ
ミクラ活動

（実施時期）　①②③④通年

（参加人数）　対象者



（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（今後に向けて）　会員の高齢化により、広報誌等を通じて新規会員の加入促進を図り
たい。

２２２，５７６円

（実施内容）　ボランティアクラブとＰＴＡが協働して児童や生徒通学路の草刈り等を実
施

（実施時期）　５月、７月、１１月

（参加人数）　５月(２８人）、７月(２１人)、１１月(２５人)

（成果）　草刈り等により、見通しが良くなり、防犯・交通安全上にも効果があった。

（評価）　椹野川沿いと南若川沿いの通学路及び県道開作上嘉川停車線通学路を定
期的に清掃し、地域の環境美化につながっている。

（実施時期）　①狩猟期間及び捕獲許可期間　②通年　③令和７年７月

（参加人数）　①②山口県吉南猟友会名田島支部２名　③集落自治会が業者に発注

（成果）　①山口県吉南猟友会名田島支部に捕獲器(箱なわ)１０器を貸与し、また、山
口市有害鳥獣捕獲対策協議会から鳥獣被害わな開閉探知システムの貸出を受けた
が、イノシシの捕獲は０頭でした。　②免許取得(更新)及び捕獲通信システム通信料の
助成を行った。　③排水路石積（補修）１件の申請があり、生活環境事業補助金の助
成を行った。

（評価）　①イノシシの捕獲が０頭であったので評価は困難。②経費の一部助成を行
い、負担軽減が図られた。　③排水路石積の補修が図られた。

（今後に向けて）　①山口県吉南猟友会名田島支部と緊密に連絡調整を行い継続す
る。　②狩猟免許助成等の周知を図り資格取得者の拡大を図りたい。　③引き続き交
付要領の周知を図りたい。

地域環境美化

（成果）　水路(改修)２件

（評価）　水路の機能回復が図られた。

（今後に向けて）　今後も地域からの要望を受け対応していく。

地域環境づくり

１５８，６００円

（実施内容）　①有害鳥獣駆除　②有害鳥獣捕獲等支援事業　③生活環境事業

土木工事（法定外公共物)

１，８３２，０００円(内、４４４千円は、ソフト事業分から流用)

（実施内容）　法定外公共物の整備

（実施時期）　令和７年８月～令和８年２月

（参加人数）　集落自治会が工事業者に発注



（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施時期）　通年

（参加人数）　３３１人

（成果）　芝生の維持管理作業が定着している。また、11月5日（水）名田島小学校５・６
年生による芝刈り体験の感触を楽しみ芝生化の良さを再認識する機会となった。

（評価）　地域のボランティアで構成される名田島しばもり隊の努力により、適正に管理
されており、良好な芝生のグラウンドを提供することができた。

（今後に向けて）　しばもり隊員の高齢化により、新規隊員の加入促進を図り、今後も適
切な管理に努め、地域住民の交流の拠点となるよう更なる利活用を図っていきたい。

（成果）　障害者スポーツ分野を再認識する機会を提供できた。　　

（評価）　講演により、障害者スポーツの歴史、現状を学び、ボッチャの実技において、
参加者全員が参加し、障害者スポーツの理解を深めた。

（今後に向けて）　今後も地元住民の講師を選定し、実施していきたい。

小学校芝生化グラウンド利用推進事業

６４，７９１円

（実施内容）　定期的な維持管理作業(芝刈り、施肥、散水、冬芝播種、砂入れ等)の実
施

ふるさと大学の開講

２，６００円

（実施内容）　地元住民の講師による講演会を実施

（実施時期）　３月７日

（参加人数）　２６人　



2026 8 5 修正
名田島のＰＲ事業 そのまま

第4次計画推進費 第4次計画推進事
業


